平成○○年度
家庭訪問実施計画
○○○○立○○小学校

訪問のねらい
1． 児童の心身の成長に大きな影響力を持つ家庭の実態を的確に把握し、児童理解を深める。

2． 保護者との懇談を通して、保護者の教育に対する考え方を知るとともに、学校の教育方針についての認識を深めていただき、学校と家庭との教育上の連携をいっそう強固なものとする。

3． 地域の特色と実情ならびに児童の候外での生活のようすを把握するとともに、遊び場の確認、通学路の点検を行う。

訪問期日
１．訪問期間

○月○○日～○○日

○日間
［期間中の授業は第４校時までとする］

２．訪問日

①○月○○日（○曜日）

2 ○月○○日（○曜日）

3 ○月○○日（○曜日）

4 ○月○○日（○曜日）

5 ○月○○日（○曜日）

6 ○月○○日（○曜日）

計画と実施
1． 事前準備

1 １家庭１０分程度の限られた時間なので、訪問の主旨を明確にし、予備知識を得ておくようにする。

1 児童の居住地の位置を確認する。

2 指導要録や調査カード等によって、児童の家庭的背景（家族構成・居住環境等）や生活状況について把握する。
（交友関係・習い事・遊び等）

3 学校（学年・学級）の教育方針の理解を得る機会でもあるので、訪問のねらいについて教職員相互の共通理解を図るとともに、学年会で記録のとり方、予想される話題等について話し合っておく。

2 １週間位前までに、訪問予定日時を全家庭に通知し、必要に応じて日程の調整を図る。

2． 事後処理

1 家庭訪問後、早い時期に結果を整理し、児童理解ならびに今後の指導に生かす。
（教育、生活環境、親子相互の信頼関係、学校と家庭との差等）

2 ○月○○日までに家庭訪問記録をまとめ、教務主任に提出する。

3 学区域の通学路の危険箇所等について、保護者から情報が得られたり、各自で気がついたことがあったら、早急に全職員に知らせる。

4 特異なことがら（一人で判断しにくい事等）があれば、校長にその旨を報告し指導を仰ぐ。

留意事項
1． 児童を在校させたまま家庭訪問にでかけないこと。

2． 立場上知り得た事がらについては他に漏らさないこと（守秘義務）。

3． 児童に関わる話題を中心とし、家庭内の複雑な人間関係や秘密事項などについての話題は避けること。

